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子育ての課題及び解決策

一中国人母親へのインタビュー調査よりー

陳 君奉

1 .はじめに

近年日本に在住する外国人の増加傾向が続いている。そのことにより、日本での永住権取得や

親の来日後子どもを呼び寄せる家族移民化も増加している(宮島 2017: 16)。外国人の増加に伴

って、日本の多文化共生に関する研究は増加している。山田 (2013: 137)は、入管法改定に直

接起因するわけではないが、格差社会、福祉の低下、高齢化社会のもたらす影響に置面する外国

人は少なくないと述べている。また、井沢 (2014: 69)は、現在の日本社会で地方の地場産業を

支えているのは外国人の労働者であること。日本の若年層は「きつい・汚い・危険Jな分野の仕

事に就労しない現実があり、そうした職場の穴埋めをしているのが外国人であることを指摘して

いるo これらのことについて松尾 (2014: 131)は、日本の「多文化共生」は、マイノリテイや

社会的に弱い立場の者の側から発生した言葉ではないと指摘している。さらに、マジョリテイで

ある日本人側からマイノリテイである外国人側への押し付けの意味が強く、その中にはしばしば

人権侵害にまで及ぶものがあると警告している。そして現状を放置する限りは、「多文化共生」

が彊うような異文化の相互理解を尊重する社会になるどころか、マジョリテイの都合にあわせて

マイノリテイが消耗品のように扱われることになると指摘している。

こうした現状の中で、外国人にとって日本での生活しやすさに関する研究は充分とは言い難い。

特に、外国人親に伴って日本で暮らす子どもは、さまざまなストレスに直面しており、その解決

については不充分で、ある。松尾 (2013: 225)は、少子高齢化を背景とした日本社会において多

文化共生社会へ本格的に移行するための体制づくりが急務であると指摘している。学校教育現場

では、外国人の子どもたちは不就学、学力不振、進路問題など深刻な課題を抱えており、彼らに

対する教育的配慮がなされていない。つまり、外国人受け入れ準備が不備であると指摘している。

筆者も現在の日本社会では、多文化共生への構築が不充分であると考える。それでも、現実には

外国人定住者が増加しており、外国人定住者が日本で住みやすくする方策を早急に検討する必要

がある。本研究は、日本で暮らす外国人の中で中国人定住者親子に焦点を当て、特に実際的に異

文化になれるためのさまざまな課題を抱えている中国籍夫婦(ニューカマ一層)1)とその子ども
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について研究を進める。

( 1 ) 中国人定住者の現状

中国人定住者の現状と背景については、次のとおりである。

法務省は本年9月19日、在留外国人数(速報値)が6月末時点で前年末比2.9%増の263万7251

人となり、過去最多を更新したと発表した。同省は留学生や留学後に日本で就職する外国人が増

えていることが背景にあると分析している。政府は深刻化する働き手不足に対応するため、来年

4月に新たな在留資格を創設し、専門職に限定しない外国人労働者の受け入れを拡大する方針で、

在留外国人数は今後、さらに拡大しそうである。在留外国人を国籍・地域別にみると、中国が74

万1656人で最多である。以下、韓国 (45万2701人)、ベトナム (29万1494人)、フィリピン (26万

6803人)、ブラジル(19万6781人)、ネパール (8万5321人)と続く 2)。

また、 2000年代に世界の工場となっていた中国は、 2010年代に世界の経済市場と変貌した。

2005年では、 GDPは日本の2分のlであったが、 20日年には日本の2.5倍を超えている。そのこ

とにより、日中間の経済格差は縮まり、航空券は安価になり、里帰りが容易になった。また、中

国語が活かせる就職口は爆発的に増えているため、両国の架け橋として活躍する若者も増加して

いる(鍛 2017: 30)。このような社会背景から日本に在住する中国人の数は、この10年間で10万

人以上も増加した3)。定住中国人の増加に伴って、これらの中国人に対する子育て支援の必要性

が増加している。

(2)中国人定住者の子育て困難な背景

中国人定住者の子育て支援という課題を検討するために、まずニューカマ一層の育った背景を

把握する必要がある。特に中国において「一人っ子政策」のもとで育った彼らは、子育てに関す

るさまざまな課題を抱えていると思われる。

中国では、建国後男女平等というスローガンが提唱された。母親は社会の一員である地位が保

障された。そこから共働き夫婦が増加し、家事・子育ては家族みんなの責任で行われている。多

くの調査では、中国の男性がよく家事・子育てを手伝っていると論じている4)。また、祖父母が

中心として孫の養育を行うなど家族・親族ネットワークは主に子育て支援策として機能している。

中国人母親は日本で生活し、子育てを行う際に子育て負担が母親に集中しやすいと考えられる。

上に述べたように、中国では祖父母が子育てを手伝うことが一般的である。しかし、中国人母親

は、母国から離れ日本で子育てを行っているため、手伝ってもらうことは困難である。特に親族

ピザの申請条件は厳しいため、祖父母が来日していない場合も多い。仮に来日できても、 3か月

の短期滞在ピザであり、特別な事情がある場合にのみ最大6か月の在留延長が認められるのであ

る。中国人父親は、日本の労働環境においてフルタイムで働いており、家庭外での労働時聞が長

く、主に経済的に支えるため子育て参加に時間的余裕がない(楊・江守 2010: 104)。

このような背景から中国人定住者の子育ては、中国にいる祖父母に子どもを預けることが一般
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的であった。そのことにより、夫婦はフルタイムで働け、養育費も節約できた。さらに子どもは

中国語が習得できるという利点があった。しかし2012年7月9日に改定入管法が施行され、在留

資格更新要件が厳しくなり、また子どもの成長に親の役割が必要という中国人親側の意識変化も

あり、現在は日本生まれ中国育ちの子どもらが小中学生として続々と来日しているのである(鍛

2017 : 29)。

本研究では、ニューカマ一層の子どもについては、①出生地(日本生まれか中国生まれか)、

②来日の時期に分けて、主に母親への支援策について考察する。

2.中国人定住者の子育てに関する先行研究

清水 (2002)らは、各種調査により中国人定住者のさまざまな子育て課題を指摘してきたo こ

れらの課題については、母親たちは子どもの教育面では母国語での対応や母国文化に関する課目

の導入、雇用面においては子育てに対する理解を行政や社会に強く要望しているo さらに、楊・

江守 (2010)は、中国人母親に日本語教育を提供する機会及び母国語での子育て相談ができる場

所の必要性を強調している。また子育て中の母親に交流の場が必要であるとそれぞれが述べてい

る。具体的な先行研究について表1にまとめる。彼らは具体的な課題に対して社会の対応策を述

べているが、具体的な解決法については述べていなしh

陳 (2018)5)は先行研究から出た課題について研究を深めるために事例研究を行い、学会にて

報告を行った。その内容は、まず中国人母親が対日本社会において、意思疎通が取りにくく日常

生活に馴染めていなしE。さらに、子どもの学校場面においては、子どもの生活文化を理解されず

日本文化を一方的に強要され、コミュニケーションにおいても母国語での対応がないため、充分

表l 中国人母親の日本での課題について

著者 目的・対象・方法 調査から得た課題 日本社会への希望

清水嘉子 目的:在日韓国、中園、ブラジル人の -子どもの性格に気がかりがある -母国語の学校や課目がほしい

(2∞12) 育児問題を明らかにすること -子どもの世話で他のやりたいことが -雇用者の子育てしていることへの理

対象 :0-6歳の子どもの育児をして できない 解がほしい
いる在日外国人の母親 (210) -就労している母親に対する社会や行 -日本人や自分の国の人との交流の場
と0-6歳の子どもの育児をし 政の配慮が足りない カfほしい

ている日本人の母親 (625) -育児環境が不備なので子どものいく -保育園や幼稚園の内容ヤ時聞を改普
方法:韓国・中国・ブラジルの母親の 末に不安を持つ してほしい
多く住んでいる 4市の保育園に
調査用紙を配布し、アンケート

調査を実施した

楊文潔 目的:在日中国人母親の育児ストレス -子どもの世話で他のやりたいことが -育児中の母親に就職情報を提供する
江守陽子 の実態を明らかにし、彼女らが できない -保育園の申請手続きを簡略化する
(2010) 日本に対して望む背児援助につ -子どもに対して帰国後の不安がある -中国の親族に対して短期滞在ピザの

いて明らかにすること -子育てと仕事の両立が大変である 申請条件を緩め、滞在期限を延長す
対象 :0歳-6歳の子どもを育ててい -子育てをしていても孤独感を感じる る
る中国人の母親(132名) ことカfある -一時保育施設を普及させる

方法:①留め置き郵送法 -在日中国人のネットワークの構築を

②③対Sn面ow配b布all法ing法 支援する

-日本語を勉強する機会あるいは中国
語での育児相談ができる場所を提供

する
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表l 中国人母親の日本での課題について(続き)

著者 目的・対象・方法 調査から得た課題 日本社会への希望

川崎千恵 目的:在日中国人女性の育児経験にお -中国人の母親は、日本の育児ついて -行政や医療機聞が迎携し、支援につ

麻原きよみ ける困難と困難への対処のプロ のイメージすらないまま出産し、育 ながる仕組みを作るとともに、日本

(2012) セスを記述すること 児を開始して初めて中国との遣いを の母子保健システムやー般的な育児

対象:日本で出産を経験し学童までの 官、織していた についての内容理解・イメージ化を

子どもを育てた経験を持つ、首 -中国人の母親は、日本文化について 図るガイダンスや継続的な支援が必

都圏近郊在住の中華人民共和国 の知識や理解が不足していることに 要である

出身の在日中国人女性 (8名) よる困難を経験していた -どのような育児をしたいかなどの意

方法:半構造的面接 -中国人の母親は、日本人の母親と同 見を尊重しつつ、異文化適応と育児

じように対処しようとしても思うよ を支援する必要がある

うにいかないことなどにより、繰り -出産や育児の行動を自ら選択できる

返し自分の無力をつきつけられる経 ょう日本の出産や育児方法について

験をしていた の情報や知織を得る手助けを行うこ

とが重要である

李剣 目的:在日中国人母親の子育てとその -中国人の夫を持つ母親は、子育ての 日本社会への希望は未記入

木村留美子 家族からの支援の特敏につい 方法、家庭内の生活スタイルが中国

津田朗子 て、その実態を調査すること と同じである。夫からの支援が得ら

(2015) 対象:6歳以下の子どもを持つ中国人 れるけれども、中国の両親からの支
の夫を持つ母親(10名)と日本 援が十分得られない。何か用事があ
人の夫を持つ母親 (11名)計 る時、交替してくれる人がいない。

(21名) -日本人の夫を持つ母親は、夫に対し

方法:半構造的インタビュー調査 て積極的な家事や子育ての支援を望

んでいるけれども、文化的背景の相

違により得られにくい。義理の両親

からの支援が少ない。

李剣 目的:在日中国人母親が妊娠や出産、 -健診や受診時の不安や支援センター -簡潔な日本語で表現する

木村留美子 子育てを行う際に経験した困難 からの一方的な支援による不快感な -母親が子どもに関する施設を利用す

樟田朗子 感や支援の実態及びそれに対す ど、ことば・風習の相違による困惑 る際には専門家からの十分な説明が

(2016) る母親の思いを調査し、今後の を感じていた 必要である

在日外国人母親の支援のあり方 -親族ピザの申請条件が肢しいため、 -子育て中の母親の精神的な支えにな

を検討すること 子育て支援が得られにくい。夫は育 る中国人母親ネットワークの構築も

対象:就学前の乳幼児を持つ母親 (20 児休眠があるけれども、取れないた 必要である
名) め出産後母親一人で家事と子育てを

方法:インタビューガイドに基づく聞 行い、とても大変である

き取り調査 -妊蹟中中国の食べ物を食べたかった

が、手に入らず辛かった。日本で小

さい子どもを育てながら正社員の就

職は困難であるなど母親への精神的

な影響を与える

な理解が得られず、子ども自身が混乱している現状が導き出せた。よって、親・子どもと取り巻

く環境(地域社会、学校現場)との聞に仲介するための専門職としてソーシャルワーカーの配置

やNPO法人からの支援を提言した。

3.調査目的

陳 (2018)の学会発表事例研究を基礎研究に位置づけ、この研究から母親について①社会的・

文化的理解についての困難、②子育てに関する相談先の不足の課題、子どもについて①友達同士

のコミュニケーション上の課題、②文化的背景から生じる課題、が得られた。基礎研究では、対

象を 1組の親子に限定した調査であったため、本研究では、対象者を複数化し具体的な課題に対

する支援策をより解明することを目指した。

調査は、日本に定住し子育てに取り組んでいる中国人母親を対象にした。概ね20-40歳代の中
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国人ニューカマーの母親である。彼らの子どもに関する子育て上の課題、具体的なストレスや望

んでいる子育て支援のあり方を把握するために、インタビュー調査を行ったo 中国人の母親及び

彼らの子どもの日常生活を営む上での様々な課題を分析する。そのことにより、異文化の背景を

配慮した子育て支援の課題を検討する。

4.調査の概要

( 1 )インタビュー調査対象の選定

本研究の対象者は、日本に在住の子育て中の中国籍母親としたo さらに、中国人夫妻は日本で

の生活について多くの課題を持つと考えられるために、夫の国籍を中国籍と限定した。調査対象

者は地域子育て支援拠点施設やNPOに通う筆者の中国人母親ネットワークを中心にスノーポー

ルサンプリングを用い、計6名を抽出し聞き取り調査を行った。表2に対象者のプロフイールを

示す。

表2 調査対象者のプロフィール

様そ 年齢 在日 日本語能力 職業
子どもの

子どもの出生地 父親の日本語能力
年数 年齢

母親A 初代 15年 自分の考えを日本 無職 長男4歳 日本生まれ 日本の大学から卒業し、日本の会社に就

語で伝えられる (家庭主揖)長女2歳半 職した。日本語能力試験l級の資格を持
(かなり話せる) ち、複雑な交流ができる。

母親B 40代 9年 挨拶や買い物程度 非常勤 長女14農 -長女は中国生まれ、 5才 仕事ピザで来日した。日本語を余り話せ
(余り話せない) 長男2歳 で来日した ない。日常会話程度に留まる。

-長男は日本生まれ

母親C 40代 11年 日常会話程度 非常勤 長女17歳 -長女は中国生まれ、 7歳 科理人の資格を持ち、中華街の中華科理
長男4歳 で来日した 屋で働く、日本語を挨拶や買い物程度話

-長男は日本生まれ せる。

母親D 30代 10年 自分の考えを日本 非常勤 長男3麓 日本生まれで、 3ヵ月頃か 日本語の専門学校を卒業してから、中国
語で伝えられる ら中国の祖父母と一緒に生 人経営の会社に契約社員として働〈、中

(かなり話せる) 活した。その後2農に来日 華庖に品物を配達する仕事をしている。
した。即保育所に入所し 働〈時聞が長〈、給料が安い。日本語を

T':'・。 日常会話程度話せる。

母親E 30代 5年 挨拶や買い物程度 非常勤 長男14歳 日本生まれで、 2歳頃から 契約社員で働いている。給料が安い。複
(余り話せない) 中国の祖父母と一緒に生活 雑な日本語を話せる

した。 10年後来日し、中学
枝に入学した。

母親F 40代 4ヵ月 挨拶や買い物程度 投資 長女9歳 中国生まれで、 9歳頃来日 中国で会社経営している。生活基盤は中
(余り話せない) ピジネス した。 固にある。日本語をほとんど話せない。

日本で賃貸マンションを経営している。

(2)調査方法

本研究では、在日中国人母親が実際の生活場面において母国語以外の国で子育てをすることか

ら生じる課題について半構造化インタビュー調査を行った。先行文献と筆者の日本での生活体験

をもとにインタビューガイドを作成し、インタビューは、 1人30分から 1時間程度で実施した。

質問内容は、中国人母親が実際の生活場面における子育てを行う際に感じるストレスやストレ

スを感じる時にどんな支援を受けているのか、そしてどんな子育て支援を望んでいるのかである。

このような支援を具体的に把握するために「在日年数と日本語能力との関係Jr在住期間と日本
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語能力との関係Jr核家族による子育て知識の不足についてJr日本社会における文化・習慣、地
域社会との関わりについてJr外国人の子育てに関する相談先についてJr夫の仕事と子育てにつ
いてJr行政等による情報提供についてJに関して質問した。
インタビューは中国語で行ったo インタピュー内容は承諾を得てICレコーダーに録音し、逐

語録を作成した。なお、録音の承諾が得られない l組については、面接者がインタビュー内容を

その場で記録した。具体的な調査項目は表3のとおりである。

表3 インタビュー調査項目

母親についての質問

1. 日本に何年住んでいますか。

2.在日年数と日本語能力が関係あると思いますか。

3.あなたは現在日本語をどの程度話せますか。 ①余り話せない ②日常会話程度③かなり話せる

(補足)日本語が不得手なことで、どのような場面で困るか、近所付き合いなのか、買い物なのか、行政手続

きなのか、それとも特に困らないのかを確認する。

(補足)在日年数と言葉の関連がないとすると、話せる人は、どのような要因があるのかを確認する。

4. 日本での子育てにおける不安があれば教えてください。

①一般的な子育て不安

②日本社会における子育て不安について

5.子どもの成長のなかで、地域や学校(園)における課題や悩みがありますか。

①日常生活:地域社会におけるコミュニケーション。

②就学上 :学校(園)における友達関係や学校組織とのコミュニケーションが保たれていますか。

6.子育て不安を感じる時に誰と相談していますか。また、どのように解決していますか。公的施設に相談しま

すか。

7.子育てについてどの程度親族が協力していますか。特に夫がどの程度子育てに参加していますか。

8.子育て支援施設(子どもプラザ、児童館、国際交流センタ一、多文化共生センター)等について知っていま

すか。

9.子育て支援施設を利用している場合、それについてあなたの感想を教えてください。

子どもプラザの場合:

児童館の場合:

国際交流センターの場合:

多文化共生センタ一場合:

10.日本での子育てにおいて最も闘った点、最も良かった点があれば、教えてください。

子どもについての質問

11.子どもは日本生まれですか。
①日本生まれの日本育ち ②日本生まれ中国育ち後来日 ③中国生まれの日本育ち

12.子どもの年齢(就学年齢)、性別及び日本での生活期間。

(3)調査時期:2018年7月30日--8月20日にかけて聞き取りを行った。

(4)調査場所:インタビューイーの自宅で実施したo ①インタビューアは筆者、②インタピ

ユーイーは主に子育てを実施している女性(母親)である。

-40-



(5 )分析方法 :rcレコーダーの会話を記録し、逐語録を作成したo 対象者から得られた情報を

インタピュー結果としてexcelにて質問ごとにまとめた。この結果を分析し、内容から次の7項

目のカテゴリーを設定した。①母親の異文化での子育て課題について、②家庭内子育て課題につ

いて、③地域社会におけるコミュニケーションの課題について、④母親から見た子どもの困難に

ついて、⑤インフォーマルな相談先の課題について、⑥フォーマルな相談先の課題について、⑦

解決策及び望む支援について、以上である。さらに、これらのカテゴリーに対応する具体的な課

題について考察した。

5.倫理的配慮

本研究倫理上で配慮すべき事柄は、日本社会福祉学会の研究倫理指針に従って実施した。依頼

の際には、本調査で知り得た内容は、守秘義務に配慮した内容で本論文作成のデータとして使用

すると同意を得た。

インタビュー調査は筆者本人が直接行ったo なお、再度確認する必要な場合は改めて協力依頼

を行うこととした。

6.調査の結果

インタビュー調査結果から、(1 )インタビュー調査項目の整理及び課題 (2) 7カテゴリー

における課題について考察する。

( 1 ) インタビュー調査項目の整理友び課題

①母親の在日年数について

母親Fさんは在日年数が4ヵ月であり最も短く、それ以外の5名は在日年数が5年--15年

である。

② 在日年数と日本語能力との相関について

母親全員は在日年数と日本語能力には関係がないと答えた。

③ 母親の日本語能力について

-自分の考えを日本語で伝えられる(かなり話せる)レベルは、母親Aさん及びDさんの2

名であった。日常会話及び挨拶や買い物程度(余り話せない)レベルは残りの4名であっ

た。以後、 AさんDさんを日本語堪能なグループ、残りの4名を日本語が余り話せないグ

ループとして表記する。

・日本語が余り話せないグループについて、補足質問として、「日本語が不得手なことで、

どのような場面で困りますか、それとも特に困らないのか」を聞いた結果、日本社会との

交流場面で不便さを感じている。近所付き合いが難しい。子どもに対しては宿題で苦慮し
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ている。ペーパーが多くて読めないと回答した。

. 6名全員に補足質問として、「日本語を話せる人はどのような要因があると思いますか」

を聞いた結果、日本語堪能なグループは、日本企業に就職し、日本語を独学、来日前に日

本語学校で学習の経験があると回答したo 日本語が余り話せないグループについては、日

本人との積極的な交流を強調している。

④ 日本での子育てにおける不安について

・一般的な子育て不安に関して、子育て経験が少なく祖父母に頼れない今、相談相手も少な

く、一人で課題を抱え込んでいると答えた。子育てへの不安については、その経験がない

ためとの答えが全員から得られた。

-日本における子育て不安については、日本の社会習慣への理解不足、子どもの健康状態へ

の不安及び精神的不安定、学校とのコミュニケーション不足のため、そこから生じる様々

な課題を一人で抱え込んでいる。

この項目については、日本語能力との関連がなかった。

⑤ 子どもの成長のなかで、地域や学校(園)における課題や悩みについて

日常生活

・日本語堪能なグループについては、日本人母親とあいさつ程度のコミュニケーションは保

たれているが、より親密な関わりはできていない。

・日本語が余り話せないグループのうちCさん(中華街在住)以外の3名については、他の

母親や地域とのコミュニケーションを重視するものの言葉の障壁により達成できずに孤立

感を抱いている。

就学上

・日本語堪能なグループについては、子どもの担任教員とのコミュニケーションは取れてい

るが、園における子どもの生活課題について明確な対処法が理解できず、悩んでいる0

・日本語が余り話せないグループについては、学校及び保育園における友達関係や学校組織

とのコミュニケーションに関して、言葉の壁による子どものストレス症状(登校拒否、意

欲喪失等)に悩んでいる。また、学校との連絡内容が充分理解できず、子どもの学校生活

を理解できていなし=。子ども同士のコミュニケーション不足から生じる友達作りの少なさ

やそれから生じる孤立化などの性格面での不安を抱いている。

⑥ 外国人が子育てについて相談できる公的施設の存在や、子育て課題の解決策の有無につい

て

日本語が余り話せないグループは身内や母国語にて会話できる者と子育てについて相談し

ているが、問題解決できない場合が多く、気晴らし程度である。日本語堪能なグループは行

政機関に相談するが、外国人に対して課題を解決するための策など的確なアドバイスを得ら

れる体制には至っていなしh 他の4名は公的機関に相談した経験がない。

⑦ 夫の仕事の忙しさと、子育ての参加について
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短期ピザにて訪問する祖父母に頼る機会 (4名)もあるが、一時的な支援のため満足感が

得られていなし=。他の2名については、祖父母が高齢なため来日も期待できない。さらに夫

は仕事で多忙なため協力が得られず、母親一人が子育てを抱え込んでいる。

③ 行政等による各支援施設の情報提供の有無について

子育て支援施設の存在は把握しているが、利用方法等を理解していないため活用できてい

ない。施設の利用について母親Dさん以外の母親は、施設には日本人が圧倒的に多くその雰

囲気になれず、逆に緊張してしまうために積極的な活用を行っていない。

⑨ 子育て支援施設を利用している感想について

-国際交流センターを利用している l名、利用を希望している 2名の母親は、宿題を中心と

した学習支援活動、親を対象とした日本語教育講座、利用料金が安価の理由から望んでい

る。

-多文化共生センター及び関連施設を利用している l名、過去に利用経験のある2名は、現

場の日本人ボランテイアによる日本語指導や友達作りなどその効果を認めている。

⑮ 日本での子育てにおいて最も困った点、最も良かった点について

最も困った点

・日本語堪能なグループは家事が多忙であり、子育て経験もないため、子育てに悩むことが

多い。日本人の社会習慣があまり理解できない。また、祖父母との接触する機会がなく、

感情が簿くなる。就労時など子どもに緊急事態が生じた場合代わってくれる人がいないと

述べた。

-日本語が余り話せないグループは言葉の壁から生じる課題として子どもの教育問題、社会

との関わり、心理的不安を挙げている。

最も良い点

・日本語堪能なグループは医療への信頼感とマナーの良い社会、子どもの自立心を鍛えるな

どを述べた。

・日本語が余り話せないグループは日本の学校や病院が安い、教育環境が良い、マナーの良

い社会、食の安全、課外活動が充実している、などを掲げている。

⑪ 子どもの基本属性について

詳細は表2対象者のプロフィールに示す。

(2) 抽出した7つのカテゴリーにおける課題(表4参照)

調査項目に沿ったまとめと重なるところもあるが、カテゴリーごとにインタビュー内容を再構

成し、それぞれの課題について考察する。

① 母親の異文化での子育て課題について

プロフィールより、日本語堪能なグループは、日常会話に問題はなく、意思疎通を図るた

めの日本語能力においても課題はない。示している子育て課題は、子どもの病気時の世話、

内

O
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.図る点 ICu.包父母はたまに短期ピザで来日すICu.普段近所の人たちと挨修程度の付き合いだけであるe

j機縁線撮21F議iwm|今間接終日ωI~: 開会ぞみ…制士会に入日〈いe
I@. ~い開祖父母たちに会えなくて、感情が簿〈なってい<. 1⑤.予どもはお父さんを怖がってい

，子育て困I@).日本での予嘗てなら、アルバイト》子rιプラザ以外li日本lる。
雲 1*な状況I~~人との掛が長ないので、日本人の出'flïf;(lr~りわからない。|④.間札ている時.忽1:子どもが

言I 1: J良吋 | 号552幣tJdttufftz
面1 I①.お互い譲り合わな〈て智同じであるぞ l るe;1 I②.子どもの自立心を盟主える。
I I③'_ "?ナーも良〈なるL.将来禽貨も良くなるとJ思う。

具側寸評照的知とl 子関係が鵡山な〈・悩1:撃をT23製2Z襲撃品訴訟lzrpわかっても制社会とのコミュニケーシ 0:;'はうま〈軌
澗 1.自主の社会話慣がわからなくて困る。 |.Etふ時、代わって〈れる人がい

l ないe

c図話身liR業の壁があり、外で附叩を処理するとふとて|①d票結tfS?%お 82t;|を22Z史22芸品522t?え知らない。
ムも11しいε l②.子どもの年前も大きいため、昆廊I~⑤ 宮漢ができないから、厳しても縫かない。

審議E52Z渋認さ高島喜持:;22?い， I③?gZE222hったので、日本にI~: 童話nf~~~鮮民主25itzztT852:
引裂認作ZZお読ま性?られないのが辛〈て、子どもの将来に対|♂2222Mmlこ入って、どう対
姐 I-'.~"'^'I I 応すればいLゆ‘悩んでいるe
EI I・良い点 |⑤.経験があれば子どもにいい家庭教
の I I①.病院と学校の費用も安い。環縫もいいe I 宵できるけど、焦るばかりである。
国1 1②.日本人はマナーが正しいし、子どもにいい彫容を与えると思

健 ③BKべ物の安全色をほしな〈ても良川
-音葉の壁で生活に大きな彫容を与えている。

具体的なE・子どもの将来に不安を抱いてL喝。
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4.母緩からみた子どもの困鐙 5. {:t7すーマルな飽縁先 6.フォ マルな初段先 7.解決策及び!itむ支後
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子るされたどめるも。た日本ち筏は能日本力生が足まれ句がな‘い家。庭よ内っでて中、国成語長の・み発醤達がし心てい配 がイまあでン歪フるけらォーなどマい、問.ル題な解支t決z ずフられ、ォーて具マい体的ルるがなな支支.援綾外先僚国が人と文傍し後てら役の仇所経な験絡い。がにEはE-か2な2のス綿タ朕ッ窓7が口が存段在せけNPO法人に耳目待している。
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夜泣きへの対応など日本人母親と同様な一般的課題である。さらにDさんは、日本における

社会習慣が理解できていないため、子育ての場面に課題を生じさせている。

日本語が余り話せないグループは、日常会話、挨拶程度であり、自分の意思を伝えること

が難しく、生活・仕事場面に影響を及ぼしている。しかし、 Aさん以外の母親は日本語が出

来る、出来ないに関わらず、日本社会における文化・習慣に馴染めず、心理的に不安感を抱

いている。それぞれの母親は、子育て課題の原因として、①職業選択の制限、②学校・地域

社会からの連絡について理解不足、③子どもの学習指導に対する対応ができない、④日本文

化・習慣に関する理解不足 (Dさん含む)と回答している。このような異文化環境における

子育てについて母親たちは、日々苦慮している。

② 家庭内子育て課題について

子育てに関する悩みを夫は聞くが、仕事が中心のために、母親が1人で子育てを行ってい

るo 祖父母に子育ての協力を求めるも、短期ピザで来日するので、充分な協力を得られない。

③ 地域社会におけるコミュニケーションの課題について

Cさんについては、同胞の中華街に在住しているため、知り合いが多く地域社会に溶け込

んでおり、地域社会とのコミュニケーションが充分保たれている。他の5名については、地

域社会に関する情報の入手方法が不明確であり、情報量も全く乏しいと感じているo そのこ

とから地域における交流の機会がほとんど得られていなしE。つまり、地域住民との関係は挨

拶程度であり、町内会活動や地域社会活動等については、その参加方法がわからず関われて

いないのが現状である。日本語堪能なグループでも、地域に溶け込みたいという意，思があっ

ても日本人とのかかわり方が理解できていないため、地域社会の文化や習慣に溶け込めず孤

立状態を続けている。

④ 母親から見た子どもの困難について

子どもが物事を理解する手段は母国語である中国語のため、親は日々家庭内においても中

国語を用いている。しかし学校現場においては、一定程度の日本語学習時聞が提供されてい

るが、中国語による説明がないため、その学習内容が理解できないまま、子どもは授業を受

けている。さらに、学校(園)からの情報提供が充分に伝わらず子どもの成長に不安感を抱

いている。よって、中学、高校、大学へと進学に連れて悩みは拡大していくと母親たちは不

安感を抱いている。

子どもの発達上の課題として、 i友達とのコミュニケーション不足、首情緒的に不安定を

指摘している。子どもの将来に向けて、早期に対応すべきと考える。

⑤ インフォーマルな相談先の課題について

子育て、育児に関する相談相手として、母国の祖父母、夫、友人等は存在するが、一時的

・表面的な対応しかできないため、問題の本質的な解決策には至っていなしlO

⑥ フォーマルな相談先の課題について

日本語堪能なグループは、日本語によるコミュニケーション能力が備わっているため、自
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ら行政機関の窓口へ出向くが、スタップは外国人の実情を充分理解していないため、適切か

っ有効なアドバイスは得られない。よって、課題に対する具体的な対応策が見出せない。

日本語が余り話せないグループについては、行政機関等への相談の折、その都度通訳とし

てサポータ一同行を依頼するが、全て認められるわけではない。つまり、社会・学校と家庭

との連携が充分確保されず課題解決には至っていない。結果、そのことは子どもの発達上の

課題を解決できず、悪影響の拡大が懸念される。

⑦ 解決策及び望む支援について

NPOによる日本語支援を希望する声は6名全員からあがっている。子どもへの支援は、

学習面と共に安心できる場の提供(居場所作り)を期待している。大人である親への支援は、

経済的負担の軽減、就労時の子どもの世話、日本文化・習慣を理解するためのサポートを望

んでいるのであるo

7.考察

7つのカテゴリーに分けて課題を検討した結果は、①言語によるコミュニケーション不足から

生じる各種障壁に苦慮している。②地域社会のコミュニケーションを図るための窓口が不明確で

あり、外国人受け入れ体制そのものも不備である。③子どもは物事を理解するには、母国語であ

る中国語での対応が必要である。日本語による説明では、子どもは理解できず、ただ暗記するだ

けである。落合 (2015: 210)は、外国人児童生徒に対する支援は日本語指導が先行し、母国語

により「継承語6)・継承文化」に関する支援は見当たらないと述べている。移住労働者と連帯す

る全国ネットワーク (2009: 97)は、言語習得においては、母国語の確立が外国語学習に資する

ことが確認されている事実からも、母国語保障の教育が重要であると指摘している。子どもに真

に物事を理解させるためには、母国語を活用した学習支援体制が最も重要である。佐藤 (2014: 

34-35)によれば、外国由来の人に対する日本語教育の最大担い手は日本語ボランテイアであるo

その日本語教育体制は、移民受入先進国からみれば日本の対応は不充分であることを指摘してい

る。よって、子どもたちへの抱える問題への早期発見・早期対応が遅れ、困難が拡大してしまう

のである。③インフォーマルな相談先は身内、同胞であるため、話し合い程度で問題解決には至

っていなしh ⑤公的機関に相談窓口は設けられているが、外国人に対して課題を解決するための

適切な支援策を提供していなしh ⑥行政機関等の対応に満足していないため、更なる支援先とし

てNPO法人の活動に期待している。以上である。加えてカテゴリーには挙げていないが、 Aさ

んは経済的な理由により夫婦の就労が必要であるが、子育てが母親に新たな負担となっていると

述べている。

以上の課題の背景には、外国人の受け入れ拡大を進めている日本において、社会全体として異

文化を認め合い、受け入れる体制が備わっていなしh それは行政の外国人支援についても同様で

あり、まず慣れろ、という方針が継続されているように思われる。
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8.今後の課題と本研究の限界

筆者は、背景にある課題は中国人女性のニューカマーの「育ち」であると考える。彼女らは一

昔前の一人っ子政策の元に育った世代であり、子育てを含めた各種経験に乏しいのである。そし

て育児・子育てに関しでも相談できる者が乏しく、ストレスを抱いているのである。このような

彼女らの抱える課題に対して、行政は的確な対応をしているとは言い難い。

本研究では、課題を解決できないまま苦悩している母親に対して、 NPO法人の活動支援を提

案したい。なぜなら NPOは速やかであり、一定の評価がなされているからである。 NPO法人

の今後の新たな支援活動として、母国語による事象の理解を基本とし日本語学習、日本文化、習

慣の習得のための交流の場を提供することである。

本調査では、詳細な課題を抽出するために調査対象者を6名選出し、日本で生活する母親の生

活体験や子育てについて主観を中心に聞き取り調査を行った。本調査の結果を一般化するには限

界があるが、これらの母親の声は、日本での子育ての実際の課題を示している。上記の課題への

対応について、今後の考察していきたい。

【注1
1)ニューカマー:1980年代後半、新たに来航した人々である。その多数は、在日中国人、日系

南米人、フィリピン人などが中心である。現在では、ニューカマーの方が多数になっている。

なお、ニューカマーに対して1945年以前、植民地であった朝鮮半島から来航した末商人々を

オールドカマーと定義している(田湖 2013: 50)。

2)時事通信社9月19日(水)i在留外国人、最多の263万人=留学生増など影響一法務省」掲載

時内容参照 https://headlines.yahoo.co担/hl?a=20 180919-00000085-jij-pol 

3)法務省「在留外国人統計(旧登録外国人統計)統計表国籍・地域別在留資格(在留目的)

別在留外国人J

4)蘇林 (2005)r現代中国叢書現代中国のジェンダ-J明石書庖.
鄭楊 (2003)r中国都市部の親族ネットワークと国家政策一3都市における育児の実態調査
から一」家族社会学研究第14巻第2号.88-98. 

宮坂靖子 (2007)i中国の育児ージ、エンダーと親族ネットワークを中心にーJ落合恵美子ら

編著『アジアの家族とジェンダ一 双書 ジ、ェンダ一分析15J勤草書房.

5)陳君草 (2018)i日本における中国人定住者の子育ての課題一中国人母親Aさん及びその子

どもB君の事例より一」第四回日本子ども家庭福祉学会全国大会報告集， 118-119. 

6)落合は、外国につながる子どもたちの父祖から受け継ぐ母国語を「継承諾」と呼んでいる

(落合 2015: 210) 
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